
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 489,669 552,400 490,325 616,400

事業費

の内訳

令和3年度決算

０１－０４　外国語指導助手報酬　８８，６０５，１３４円
０４－０４　外国語指導助手共済費　１４，２５２，９７１円
１２－０１　その他委託料　３５１，１６７，９６０円
１３－０２　借地借家料・継続的使用料賃貸料　１０，２６５，４４７円
１８ー０１　負担金　６，７６１，５３８円
　　　　　　その他　４，８７１，６８０円

令和4年度予算

０１－０４　外国語指導助手報酬　１３２，１２０，０００円
０４－０４　外国語指導助手共済費　２２，８０８，０００円
１２－０１　その他委託料　３９３，７５６，０００円
１３－０２　借地借家料・継続的使用料賃貸料　２５，０３２，０００円
１８ー０１　負担金　１１，８９２，０００円
　　　　　　その他　１６，３９２，０００円

人工 2.0 2.0 2.0 2.0

人件費 14,400 14,400 14,400 14,400

事業費 475,269 538,000 475,925 602,000

うち特定財源 25,427 25,432 25,432 25,447

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

他都市の状況

他都市においては、外国語指導助手の常駐配置や全ての英語の授業で活用している都市もある。

実施結果

令和３年度は、民間委託のＡＬＴを３名増員し、総数１２６名のＡＬＴを市内小・中・高等学校等に配置する計画で
あったが、コロナ禍における国の入国制限により、新規来日ＡＬＴの入国が遅れ、一部の学校においてＡＬＴが配置
できない時期が生じた。しかしながら、民間委託のＡＬＴを追加で契約し、配置方法を工夫することで全校配置を実
施した。各学校において、言語活動についての説明・助言・講評、言語モデルの提示、児童・生徒との会話、母国
の言語や文化についての情報提供等についてＡＬＴを活用し、児童・生徒の英語によるコミュニケーション能力の育
成に資することができた。

事業実施における
工夫点

外国語指導助手の配置方法を工夫し、コロナ禍においても全校配置を実施した。

対象者 市立小・中・高等学校等 開始 昭和57 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

市立小・中・高等学校等に外国語指導助手を配置し、外国語の授業におけるより効果的な言語活動を児童・生徒
に提供する。

長期

外国語教育における児童生徒のコミュニケーション能力の育成と国際理解教育の一層の充実を図る。

取組内容

自治体国際化協会からあっ旋されるＪＥＴ　ＡＬＴと民間委託ＡＬＴを、本市の小・中・高等学校等に配置し、各学校の
外国語の授業等において質の高い外国語指導助手との活動を提供するとともに、学校生活全般を通して、ネイ
ティブ・スピーカーと交流することで、児童生徒の異文化への興味関心を高め、理解を深める。
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
本市の小・中・高等学校等にＡＬＴを配置し、外国語活動・外国語の授業等において質の高いＡＬＴとの活動を
提供することで、児童生徒のコミュニケーション能力の育成を図るととともに、異文化理解の充実に資するた
め。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

自治体国際化協会からあっ旋されるＪＥＴ　ＡＬＴと民間委託のＡＬＴを、本市の小・中・高等学校等に配置し、
外国語の授業等において質の高いＡＬＴとの活動を提供するとともに、学校生活全般を通して、ネイティブ・ス
ピーカーと交流することで、児童生徒の異文化への興味・関心を高め、理解を深める。

予算
０１－０４　外国語指導助手報酬　１２２，５１０千円
０４－０４　外国語指導助手共済費　２２，３０３千円
１２－０１　その他委託料　４１４，２６６千円
１３－０２　借地借家料・継続的使用料賃貸料　２５，０３２千円

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

ＡＬＴの増員（３名）
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

なし。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

学習指導要領においては、外国語の授業において、ＡＬＴ等のネイティブ・スピーカーを積極的に
活用し、指導体制の充実を図ることが求められている。各学校において、発音指導、やり取り・発
表のモデル提示、生徒のやり取りの相手、パフォーマンステストの補助等においてＡＬＴを活用し、
児童・生徒の英語によるコミュニケーション能力の育成に資することができた。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

各学校から、授業等においてＡＬＴを効果的に活用することで、言語活動の充実につながっている
等の報告がされている。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

コロナ禍における国の入国制限により、新規来日ＡＬＴの入国が遅れ、一部の学校においてＡＬＴ
が配置できない時期が生じた。しかしながら、民間委託のＡＬＴを追加で契約し、配置方法を工夫
することで全校配置を実施した。各学校において、言語活動についての説明・助言・講評、言語モ
デルの提示、児童・生徒との会話、母国の言語や文化についての情報提供等についてＡＬＴを活
用し、児童・生徒の英語によるコミュニケーション能力の育成と国際理解教育の充実に資すること
ができた。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

本市の国際理解教育のより一層の充実のためには、今後、更なるＡＬＴの増員が期待されている
ところ。他都市では、ＡＬＴの常駐配置や全ての英語の授業で配置している都市もある。
神戸市：３、４年生：年間３５コマ　５、６年生：年間７０コマ
さいたま市：１、２年生：年間１７コマ、　３、４年生：年間３５コマ
川崎市：１、２年生　年間５～１０時間　３～６年生　年間３５コマ
札幌市：３、４年生　年間平均８．５コマ　５、６年生　年間平均１７．５コマ

項目 判定 理由

60%

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名 外国の人と関わることが楽しいと思う子どもの割合

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

129

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 外国語指導助手（ALT）数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

120 126 122


